ジンブツゾウ ノ ケントウ オ トオシテ リュウキュウ オウコク ノ イッタン ニ フレル 3 : ナハシ ノ フィールド ワーク カラ by 増田 康弘
人物像の検討を通して琉球王国の一端に触れる（Ⅲ）










2 ．那覇市のフィールドワークから―2017年11月 4 日実施
⑴　冊封七碑「中山第一」と徐葆光顕彰の碑（じょほうこう1671～1740）
冊封七碑3 ）とは，那覇市の首里城公園内「瑞泉門4 ）」の手前にある「龍樋5 ）」周辺に
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1712年に殿試10）で一甲三名の中に入り，翰林院編修が授けられた11）。その後，彼は1718
年 6 月 1 日，琉球国王尚敬の冊封のため，康煕帝から冊封副使に任命され，翌1719年 6







































後集』の三部（長短417首）から成る。『舶前集』には1718年 6 月 1 日に北京で冊封副
使を拝命してから1719年 5 月22日に福州20）の五虎門21）を出航するまでの作品が，『舶中
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がじゅまるの樹の下で。〈http://blog.goo.ne.jp/wa_gocoro〉2017年11月 7 日アクセス
首里城公園〈http://oki-park.jp/shurijo/〉2017年11月 7 日アクセス
徐葆光が見た琉球〈http://johoko.jp/〉2017年11月 7 日アクセス
文化デジタルライブラリー〈http://www2.ntj.jac.go.jp/dglib/〉2017年11月 7 日アクセス
琉球新報〈http://ryukyushimpo.jp/〉2017年11月 7 日アクセス
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